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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】食道癌のハイリスク群である頭頸部癌、食道癌内視鏡治療後の患者では、食道癌を早期発見
し、内視鏡治療や外科手術を行うことで長期予後が期待できる。しかし、白色光を用いた通常内視鏡
観察では早期に食道癌を発見することは難しい。ヨード染色法は、食道癌の発見に有用とされるが、
胸やけや気分不快といった刺激症状が強いことが問題であった。狭帯域光観察（narrow band 
imaging ：NBI)はヨード染色法と比べて患者の負担も少なく、どの部位でも使用できるなどのメリッ
トがある。NBI 併用拡大内視鏡は食道癌の発見に白色光よりも有用であるといった報告がされている
が、日常臨床で使用される非拡大内視鏡を用いた検討は少ない。さらに、白色光や NBI 観察に引き
続いてヨード染色法を行った場合にはインフォメーションバイアスが問題となる。食道扁平上皮癌に
対する非拡大 NBI 内視鏡の有用性を明らかにすることを目的とする。 
【対象】食道扁平上皮癌のハイリスクとされる頭頸部癌患者、食道癌内視鏡治療後の患者 202 例を対
象とし、CRT 後の患者、ヨードアレルギーの患者などを除外した。 
【方法】 
前向きに白色光、非拡大 NBI 内視鏡に引き続いてヨード染色による内視鏡検査を行い、食道癌を疑
う所見を認めた場合には組織検査を行い、それぞれの方法の診断精度を比較した。さらにインフォメ
ーションバイアスをなくすために、疑似ランダム化を行った。 
【結果】 
非拡大NBI内視鏡/ヨード染色法によるそれぞれの感度、特異度、正診率は88.3%、75.2%、77.0%/94.2%、
64.0%、68.0%で感度に関しては有意差を認めず、特異度、正診率では非拡大 NBI 内視鏡検査が上回
っていた。疑似ランダム化による傾向解析を用いた場合でも同様の結果が得られた。 
【結論】 
非拡大 NBI 内視鏡は食道扁平上皮癌に対するスクリーニング検査に有用であると考えられた。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
食道癌のハイリスク群である頭頸部癌、食道癌内視鏡治療後の患者では、食道癌を早期発見し、内
視鏡治療や外科手術を行うことで長期予後が期待できる。しかし、白色光を用いた通常内視鏡観察で
は早期に食道癌を発見することは難しい。ヨード染色法は、食道癌の発見に有用とされるが、粘膜刺
激症状が強いことが問題であった。狭帯域光観察（narrow band imaging ：NBI)はヨード染色法と比
べて患者の負担も少なく、どの部位でも使用できるなどのメリットがある。NBI併用拡大内視鏡は食
道癌の発見に白色光よりも有用であるといった報告がされているが、日常臨床で使用される非拡大内
視鏡を用いた検討は少ない。さらに、白色光や NBI観察に引き続いてヨード染色法を行った場合には
インフォメーションバイアスが問題となる。本研究は食道扁平上皮癌に対する非拡大 NBI内視鏡の有
用性を明らかにするために実施された。 
 対象は食道扁平上皮癌のハイリスクとされる頭頸部癌患者、食道癌内視鏡治療後の患者 202例を
対象とし、化学放射線療法後の患者、ヨードアレルギーの患者などを除外した。方法は前向きに白色
光、非拡大 NBI内視鏡に引き続いてヨード染色による内視鏡検査を行い、食道癌を疑う所見を認めた
場合には組織検査を行い、それぞれの方法の診断精度を比較した。さらにインフォメーションバイア
スをなくすために、疑似ランダム化を行った。 
 その結果、非拡大 NBI 内視鏡/ヨード染色法によるそれぞれの感度、特異度、正診率は 88.3%、
75.2%、77.0%/94.2%、64.0%、68.0%で感度に関しては有意差を認めず、特異度、正診率では非拡大
NBI内視鏡検査が上回っていた。疑似ランダム化による傾向解析を用いた場合でも同様の結果が得ら
れた。 
 以上のことから 、非拡大 NBI 内視鏡は早期食道扁平上皮癌に対するスクリーニング検査に有用
であると考えられた。 
 この成績は、予後の悪い食道扁平上皮癌の早期発見に有用な手段を明らかにしたことから、著者
は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
